
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 授業 14:40 15:40 17:40

1 日

2 月 5 〇 〇 〇

3 火 5 〇 〇 〇

4 水 4 13:20 - -

5 木 4 13:30 〇 -

6 金 4 13:30 〇 -

7 土

8 日

9 月 4 13:30 〇 -

10 火 4 13:30 〇 -

11 水 4 13:20 〇 -

12 木 4 13:30 〇 -

13 金 3 11:30 - -

14 土

15 日

16 月 4 13:30 〇 -

17 火 4 13:30 〇 -

18 水 4 13:20 - -

19 木 4 13:20 - -

20 金

21 土

22 日

23 月 4 13:20 〇 -

24 火 3 11:10 - -

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

（公立高校２次募集合格発表）

大掃除
（公立高校２次募集受付～２４日）
修了式・離任式

学年末休業

春分の日

公立高校合格発表

新年度計画会議

新年度計画会議

同窓会入会式（３年生）
（公立高校追検査日）
卒業式全体練習
卒業式前日準備
卒業証書授与式

フッ化物洗口　委員会

公立高校入試（面接検査）

スクールカウンセラー(午後)

全校朝会

公立高校入試（学力検査） 校内研修

31 3月行事予定
行事・教育活動 会議・部活動等

２０１９年２０１９年令和７年度

小清水町立小清水中学校

小清水町立小清水中学校 

 

 

 

 

 

＜学校教育目標＞ 

・よく考え、意欲的に学ぶ生徒 

・明るく思いやりのある生徒 

・ねばり強くとりくむ生徒 

・たくましい身体をつくる生徒 

 
令和７ 年度 重点教育目標   『One and Only (唯一無二)』 

校長 杉山 英司  努力する者は希望を語り、怠ける者は不満を語る 

 

今年の冬は１年生のスキー授業に参加させていただきました。体力低下を実感しつつ、何か対策を！と

考えているのですが、腰が重いのが実情です。仮にも体育科の端（はし）くれですので、生徒たちが笑顔

で体を動かしている姿を見ると、いてもたってもいられなくなり、体育科の丸先生に無理を言って一緒に

滑ることができました。小清水の子は小学校の時には「スケート」を学ぶので、中学校で初めて「スキー」

に出会う生徒も多いようです。初級班に同行したのですが、初回にかなりの恐怖感があったものの、２回

目になるとどんどん意欲的になり、安定してスキーを操作できるようになりました。「楽しい！」「もう一

本！！」そんな言葉が聞こえてくるとこちらも嬉しくなってしまいます。３回目は美幌リリー山で大いに

楽しむことができました。生徒たちの「できる喜び、わかる喜び」を数多く実感させられるよう今後も努

めていきたいと強く感じました。 

 

また、１月末から今月初めまで全国中学校スケート大会に同行する機会がありました。小清水中の２選

手はオホーツク選手団（４つの中学校）として大会日程を過ごしました。今年度も本校選手を含めて、選

手団の振る舞いのすばらしさに感動を覚えました。「リンクに上がるとき、下りる時の心のこもった礼」、

「すれ違う大人へのあいさつ」、「ミーティングでの振り返りと翌日へ向けてのプランニング」、「参加種目

に合わせたタイムスケジュール管理」、「道具を心から大切に扱う様子」、「目標設定と事後分析」「食事の

マナー」…とてもすばらしかったです。 

過去、修学旅行や宿泊研修、部活動の引率に数多く同行してきましたが、ここまで自己管理ができ、自

分を律することのできる選手は数えるほどしかいません。言われて指導（しつけ）されただけではここま

で当たり前のように行動できないですし、どこかで「隙」が生まれてしまうものです。 

選手団に身についている行動や立ち振る舞いは「内発的動機」によるものです。最初は「こうしなさい」

と教えられたかもしれません（外発的動機付け）。しかしやがて、意思をもって、礼儀正しく振る舞うこ

とが「感謝の気持ち」を伝えることにつながったり、「周囲から応援される」ことにつながったりするこ

とを理解し、「当たり前のことを当たり前にできる選手」へと成長を遂げたのではないかと推測します。

過去には言われたこと（指導されたこと）に平気で文句を言ったり、競技だけ一生懸命だったりという生

徒を数多く見てきました。今回の遠征に同行し、「アスリートとしてあるべき姿」に深く感銘を受け、同

時に心から応援したくなり、気が付くとエムウェーブの会場で大声を張りあげている自分がいました。 

ミラノコルティナオリンピックでは日本代表選手の活躍が光りました。インタビューを聞いていても、

感謝の言葉が必ず並びます。選手たちはその競技だけではなく、競技以外のところに「勝負がある」と思

って大事にしていると確信しました。 

 

さあ、いよいよ３月です。３年生のみなさん、公立高入試、冷静な頭脳と熱い心で挑戦してください！ 

そして１，２年生のみなさん、４月進級に向けてしっかり準備してください！応援しています！ 



 ２月１２・１３日に２年生はネイパル北見で１

泊２日の宿泊研修を行いました。１日目の午前中

は常呂カーリングホールで「カーリング体験」を

し、午後からは「陶芸体験」や学習班企画の「学級

レクリエーション」を行いました。２日目の午前中は「かまくら･雪像作り」、「室内ドミノ」、「学級レ

クリエーション」を行いました。どの活動にも積極的に挑戦し、仲間との絆を深めたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２９日～３０日の期間に６年生連続登校を

行いました。４月からの中学校生活を見据えて、こ

の期間は中学生と同じ授業時間（５０分）で行いま

した。中学校の先生による授業に加えて、最終日には学力テスト（４月に行われている中 1 の過去問

題）にも挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄 贈 
 小清水町民生児童委員協議会から 

３色ボールペンをいただきました。 

≪全国中学校スケート大会≫ 

２年 斉藤 可夢偉 

 男子３０００ｍ ８位入賞 

 男子５０００ｍ ９位 

 

３年 新村 耕平 

 男子１０００ｍ １８位 

 男子１５００ｍ １３位 

≪小清水町児童生徒文芸作品コンクール≫ 

【優秀作品賞】 

◎文学部門 小説の部 

３年 岡本 愛琉 「忘れない」 

【入賞】 

◎文学部門 小説の部 

３年 古林 葵  「愛のおわりに残るもの」 


